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マカオ歴史档案館のデジタル化プロジェクト 

 

陳 詠欣 

マカオ歴史档案館 

 

マカオ歴史档案館（以下、ポルトガル語の頭文字をとり「AH」と呼ぶ）のバックアッ

ププロジェクトは、基本的に所蔵している記録すべてを対象として、1990年代に完了し

た。アーカイブズ関連法令の規定により、また、当時はデジタル化技術を利用することが

まれだったことから、主にマイクロフィルムへのバックアップが行われた。 

マイクロフィルムは、ほとんど改ざんできない最も安定した保存媒体として広く認めら

れているが、使用にあたり、以下に挙げるような多くの制約がある。 

 

1. 施設内でしかアクセスできない。 

2. マイクロフィルムリーダーで 1ページずつ読まなければならず、情報へのアク

セスに時間がかかる。 

3. 1巻のマイクロフィルムを 1度に 1人のユーザーしか読めないため、情報へのア

クセスが独占される。 

4. 損傷を避けるため、慎重に取り扱わなければならない。 

 

そのため、マイクロフィルムをデジタル化する技術が利用できるようになった 2005年

に、AHは記録の移行（マイグレーション）計画を 1歩前進させた。記録の画像をマイク

ロフィルムからデジタル媒体に移行することにより、マイクロフィルムの欠点が補われ、

記録の保存・利用状況が改善されたのである。 

これまでに、AHが所蔵する 6,000巻のうち、総数の 70％に相当する 4,000巻を超すマ

イクロフィルムがデジタル形式に変換された。AHの作業計画では、所蔵するマイクロフ

ィルムをすべてデジタル化することになっている。 

マイクロフィルムスキャナーによって作成されたマイクロフィルムのデジタル画像は、

品質管理のための検査を受ける。マイクロフィルムと比べるとデジタル画像にした方が明

瞭で、簡単かつ迅速に読むことができる上に、直接サーバーに保存できる。デジタル化の

プロセスは、質と量をより適切なバランスで両立させるためのワークフローに沿って行わ

れる。ワークフローの主な要素には次のようなものがある。 
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 マイクロフィルムのスキャン 

 画像数の照合と欠落した画像や不完全な画像の確認 

 画像の選別と調整 

 画像番号の付け替えとグループ分け 

 画像の最終確認 

 画像の永久保存、バックアップ、利用 

 

 

図 1 マイクロフィルムのデジタル化のワークフロー 

 

マイクロフィルムとは別に、AHが所蔵する紙の記録も高画質の画像スキャナーを使っ

てデジタル化される。紙の記録のデジタル画像はサーバーに直接保存され、マイクロフィ

ルムや DVDなどの媒体にバックアップされる。紙の記録のデジタル化のワークフローに

ついては、下図を参照されたい。 
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図 2 紙の記録のデジタル化のワークフロー 

 

加えて、2001年以降は AHが所蔵する図像・画像資料（地図、写真、スライド、図版

など）のデジタル化も実施されており、その成果はかなりの量に上る。 

デジタル化プロジェクトを総括すると、長年にわたる進歩のおかげで AHには業務上の

ニーズを満たすのに十分な装置と人材が整っており、現在はデジタル化した画像の質を確

保するための基準設定に加え、保存（ストレージとバックアップを含む）と利用の改善を

目指した取り組みに重点が置かれている。そういった取り組みの結果、一部の AH所蔵資

料のデジタル画像はインターネット上にアップロードされ、世界中の閲覧者や研究者が簡

単にアクセスできるようになっている。 

 

デジタル化による閲覧者サービスの改善 

デジタル化は記録へのアクセスを円滑にする。先ほど紹介したように、AHが所蔵する

図像・画像資料のデジタル化は 2001年に開始された。写真や地図のデジタル画像は AH

のオンライン目録にアップロードされており、AH館内における利用者の効率的な閲覧に

役立っている。これは、AHによるアクセスサービス改善の最初の成果である。 

近年では、AHの公式ウェブサイトは絶えず進歩を続け、ますます多くのサービスが組

み込まれている。現在、閲覧者はオンラインで利用登録が可能で、AHの目録や一部所蔵

資料の画像、さまざまな歴史的文書の全文にネットからアクセスできる。AHがウェブサ

イト上で提供する無料アクセス可能な資源の量は、増え続けていると言っても過言ではな

い。AHはオンラインでアクセスできる資料のデジタル複製を閲覧者に認めている。ただ

紙の記録 
デジタル 

スキャナー 
品質管理 

コンピューター 

サーバーに保存 

マイクロフィルム

ライター 

オフサイトにある

ハードドライブで
のバックアップ 

マイクロフィルム 

DVDでの 

バックアップ 

インターネット 

経由での一般市民
によるアクセス 



国・地域別報告 マカオ 

4 

し解像度は低く、高画質のコピーを希望する場合は AHの閲覧室で申請する必要がある。

こうしたオンライン上で無料提供される資料は、特に海外の研究者にとって有用である。

また、特筆すべきこととして、アーカイブズ資料を最大限に活用できるようにするため、

AHの所蔵資料目録の内容は多言語に翻訳され、中国語、英語、ポルトガル語で検索でき

るようになっている。 

AHのウェブサイト上のサービスが多様化するにつれて、一般市民にとってアーカイブ

ズ資料がますますアクセスしやすく、使いやすいものになると見込まれる。以下に示すの

は、AHがオンラインで提供しているサービスの例である。 
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図 3 マカオ歴史档案館のウェブサイトのホーム画面 
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図 4 マカオの官報のデジタル画像 
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図 5 AH所蔵資料の検索用インターフェース 
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図 6 AH所蔵資料の目録検索結果（一般公開されているデジタル画像） 

 

効率的な電子記録管理システムの構築 

マカオでは電子政府化が進められていることから、電子記録の基準策定や管理、あるい

は保存や利用に関連した課題に対処するために、マカオ特別行政区政府のさらなる取り組

みが必要であることが浮き彫りになっている。マカオの電子政府化は紙の文書の撤廃を意

味するわけではないことを踏まえると、業務に伴い発生する文書には電子・紙両媒体が用

いられると考えられる。このため、電子文書を紙に印刷するか、または、紙の文書をスキ

ャンして電子的な形式に変換しなければならず、さもなければ、当該業務の記録が不完全

になってしまう。記録の管理に問題があると、行政行為の証拠や、政府部局による日常業

務上の意思決定を裏付ける手段としての記録の機能に影響が及びかねない。さらにまた、

電子メールを利用することが増えたため標準的な連絡方法も変化した。紙から電子媒体へ

の連絡手段の移行が、公文書管理に大きな影響と課題をもたらしている。 

これに対処するため、2013年、AHは効率的な電子記録管理システムの構築について検

討を開始した。2015年 6月からは、AHで作成された行政記録や固有業務の記録の管理に

ついて、電子記録管理システムが試験的に利用されている。このシステムにより、AHの

業務記録の内部管理が強化されるとともに、AHとして経験を蓄積し、電子記録の管理、

保存、利用に関してマカオ特別行政区の政府部局や公共サービス部門に対して、一般的な

らびに個別の助言や提案を行う態勢を整えることができるものと予測される。 
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結論 

デジタル化は、豊かな文化遺産の恩恵を受けられる人を増やし、それを通じて教育、生

涯学習、社会的包摂の可能性を広げることができるようになる一方で、原文書の保存や配

送コストの節約にも役立つと考えられる。しかし、それと同時に、デジタル化は AHに難

しい課題をもたらす。そうした課題に対処するため、マカオ特別行政区政府は、電子記録

の完全性、真正性、信頼性、使いやすさに関連する技術的問題の解決策を追求するという

大命題のもと、行政単位の改革と再編、特別作業班や専門部署の創設、国際的な研修や交

流の場への職員の派遣、電子記録管理システムや電子記録の技術的問題に関する調査・研

究、地域的ニーズと国際的要件の両方を満たすことができる技術基準、指針、規範の策定

など、一連の措置を講じている。 

 


